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主な記事
2・3面 2025人員確保闘争・現業統一闘争（第1次）

第27回自治労関東甲地連青年女性夏期交流集会
自治労第168回中央委員会
東京地公労第29回組織集会

4面 私のおすすめ（東京交通労働組合 執行委員長 見城 史浩）
狭山事件から62年、再審求め約1，300人が結集

企 画 総 務 局

都
本
部
2
0
2
5
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
闘
争

労
使
交
渉
を
重
ね
、現
場
か
ら「
変
化
の
兆
し
」を

6
月
は
政
府
や
連
合
が
男
女
平
等
月
間
と
し
て
お
り
、
自
治
労
も
集
中
月
間
と
し
て
い
る
。

都
本
部
は
、
社
会
全
体
の
取
り
組
み
に
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
社
会
的
機
運
の
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
、
性
別
等
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
職
場
、
働
き
続
け
た
い
職
場

の
実
現
、
そ
し
て
人
員
確
保
を
進
め
る
た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

都
本
部
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
取
り
組
む
組
織
の
姿
勢
を
示
す
べ
く
、
松
村
委
員
長
に
よ
る

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、
取
り
組
み
を
強
化
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
闘
争

は
、
性
別
や
性
の
あ
り
方
に
関

わ
ら
ず
、
誰
も
が
働
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
働
き
続

け
た
い
と
思
え
る
職
場
の
実
現

を
柱
と
し
た
闘
争
で
あ
る
。
2

0
2
5
年
6
月
11
日
に
世
界
経

済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
毎
年
発
表
し

て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
が
公
表
さ
れ
日
本
は
、
1

4
8
カ
国
中
1
1
8
位
と
な
っ

た
。
政
治
・
経
済
・
教
育
・
健

康
の
4
部
門
に
つ
い
て
、
男
女

の
間
に
ど
れ
だ
け
の
格
差
が
存

在
し
て
い
る
か
を
分
析
し
て
ス

コ
ア
化
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本

は
政
治
分
野
と
経
済
分
野
の
順

位
が
低
く
、
女
性
管
理
職
比
率

が
著
し
く
低
い
状
況
が
続
き
、

労
働
参
加
率
の
男
女
比
、
同
一

労
働
で
の
賃
金
格
差
な
ど
、
改

善
は
み
ら
れ
て
い
な
い
と
分
析

さ
れ
て
い
る
。

2
0
2
5
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

推
進
闘
争
は
、
人
員
確
保
闘
争

と
あ
わ
せ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

推
進
の
視
点
か
ら
も
人
員
確
保

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
重
点
化

し
て
取
り
組
み
を
進
め
た
。
仕

事
と
家
庭
の
両
立
支
援
策
と
し

て
様
々
な
休
暇
制
度
や
テ
レ
ワ

ー
ク
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
多

様
な
働
き
方
に
つ
い
て
も
制
度

化
が
進
め
ら
れ
、
男
性
の
育
児

休
業
取
得
率
な
ど
は
上
昇
傾
向

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
住

民
と
直
接
相
対
す
る
窓
口
業
務

へ
の
対
応
や
増
加
す
る
業
務
量

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
現
場
か
ら
は
疲
弊
す
る

声
は
多
い
。

人
員
確
保
闘
争
と
リ
ン
ク
し
て

取
り
組
む

6
月
19
日
を
統
一
闘
争
の
ヤ

マ
場
に
配
置
し
な
が
ら
都
本
部

は
人
員
確
保
闘
争
・
現
業
統
一

闘
争
（
第
1
次
）、そ
し
て
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
闘
争
を
展
開

し
た
。
19
単
組
が
要
求
書
を
提

出
、
17
単
組
が
回
答
を
受
理
し

た
上
、
10
単
組
が
労
使
交
渉
を

持
ち
、
現
段
階
で
の
到
達
点
を

確
認
、
大
綱
妥
結
に
至
っ
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
制
度
確
立

と
合
わ
せ
て
、
業
務
量
に
見
合

う
人
員
配
置
を
基
本
と
し
、
か

つ
各
種
休
暇
制
度
や
両
立
支
援

制
度
の
活
用
が
、
誰
の
負
担
も

な
く
可
能
と
な
る
人
員
配
置
を

両
輪
で
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
多
く
の
自
治
体
単
組
で
2

0
2
5
年
度
が
欠
員
ス
タ
ー
ト

と
な
る
中
、
新
規
採
用
に
よ
る

常
勤
職
員
配
置
を
基
本
と
し
た

上
で
、
4
月
以
降
の
休
職
者
等

も
含
め
た
欠
員
の
早
期
補
充
、

時
間
外
労
働
が
恒
常
化
し
て
い

る
職
場
の
増
員
、
年
休
や
夏
休

の
完
全
取
得
を
視
野
に
入
れ
た

人
員
配
置
を
求
め
た
。

交
渉
を
実
施
し
た
全
て
の
単

組
で
採
用
試
験
の
実
施
状
況
を

確
認
し
、
欠
員
解
消
予
定
時
期

を
確
認
し
た
。
ま
た
、
採
用
試

験
を
実
施
し
て
も
応
募
者
が
少

な
い
状
況
か
ら
、
多
く
の
自
治

体
で
社
会
人
採
用
、
通
年
採
用

が
実
施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
カ

ム
バ
ッ
ク
採
用
を
導
入
す
る
自

治
体
も
あ
り
、
東
久
留
米
市
職

で
は
導
入
が
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
調
布
市
職
労
で
は
「
多
様

な
働
き
方
を
進
め
る
た
め
の
人

員
確
保
の
必
要
性
を
認
識
し
、

必
要
人
員
配
置
の
協
議
を
行

う
」、
東
久
留
米
市
職
で
も「
時

間
外
労
働
の
縮
減
、
多
様
な
働

き
方
、
各
種
休
暇
制
度
を
活
用

す
る
た
め
に
人
員
配
置
が
必

要
」
と
確
認
し
た
。

人
員
確
保
に
お
け
る
現
場
と

当
局
の
視
点
は
必
ず
し
も
一
致

し
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
定
期

的
な
労
使
交
渉
に
よ
り
労
使
確

認
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
少

し
ず
つ
大
き
な
変
化
に
つ
な
が

っ
て
い
く
。
疲
弊
が
蔓
延
す
る

職
場
か
ら
、
働
き
続
け
た
い
と

思
え
る
職
場
へ
の
転
換
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
に
、
現
場
で
働

く
私
た
ち
の
視
点
か
ら
求
め
て

い
く
事
が
重
要
だ
。

▲自治労2025ジェンダー平等推進キャッチコピー

2
0
2
5
年
6
月
1
日
か
ら

労
働
安
全
衛
生
規
則
が
一
部
改

正
さ
れ
、
熱
中
症
重
篤
化
防
止

措
置
義
務
が
事
業
者
に
義
務
付

け
ら
れ
た
。
近
年
の
気
候
変
動

の
影
響
か
ら
、
夏
期
に
お
い
て

気
温
の
高
い
日
が
続
く
中
、
職

場
に
お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
労

働
災
害
の
増
加
傾
向
だ
。
2
0

2
4
年
に
お
け
る
熱
中
症
に
よ

る
労
働
災
害
は
1
、1
9
5
人

（
休
業
4
日
以
上
の
死
傷
災
害
）

と
調
査
開
始
以
来
最
多
、
死
亡

災
害
に
つ
い
て
は
、
3
年
連
続

で
30
人
以
上
と
な
り
、
労
働
災

害
に
よ
る
死
亡
者
数
全
体
の
約

4
％
を
占
め
る
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
災

害
の
ほ
と
ん
ど
が
初
期
症
状
の

放
置
や
対
応
の
遅
れ
と
な
っ
て

お
り
、「
体
制
整
備
」「
手
順
作

成
」「
関
係
者
へ
の
周
知
」
が
事

業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
当
然
自
治
体
に
お

い
て
も
こ
う
し
た
措
置
義
務
は

課
せ
ら
れ
、
5
月
21
日
付
け
で

総
務
省
通
知
が
発
出
さ
れ
て
い

る
。
熱
中
症
の
重
篤
化
を
防
ぐ

措
置
内
容
を
は
じ
め
、
な
に
よ

り
も
予
防
措
置
を
重
点
に
お
い

た
取
り
組
み
が
肝
要
で
あ
り
、

職
場
環
境
や
業
務
に
応
じ
て
い

く
た
め
、現
場
の「
気
付
き
」に

基
づ
く
意
見
を
吸
い
上
げ
、
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
。

自
治
労
は
、
全
国
労
働
安
全

衛
生
週
間
に
合
わ
せ
て
毎
年
7

月
を
「
自
治
労
安
全
衛
生
月

間
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
先

の
熱
中
症
対
策
を
は
じ
め
時
間

外
労
働
の
縮
減
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
な

ど
、
安
全
衛
生
課
題
は
多
岐
に

お
よ
ぶ
。
自
治
労
は
現
場
の
気

付
き
を
引
き
出
す
契
機
と
な
る

全
職
場
・
全
員
参
加
の
安
全
衛

生
点
検
活
動
、
そ
し
て
安
全
衛

生
委
員
会
で
の
職
場
改
善
の
提

起
・
実
践
を
行
う
こ
と
を
基
本

と
し
て
取
り
組
む
。
業
務
に
追

わ
れ
、
後
回
し
に
し
が
ち
な
安

心
・
安
全
・
快
適
な
職
場
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
も
、
安
全
衛

生
月
間
を
契
機
に
通
年
の
活
動

と
し
て
一
人
ひ
と
り
が
安
全
衛

生
活
動
を
意
識
し
よ
う
。

7
月
は
労
働
安
全
衛
生
月
間

熱
中
症
対
策
を
最
重
点
に
、安
心
・
安
全
な
職
場
づ
く
り
を
推
進

自治労東京都本部
ジェンダー平等推進トップメッセージ
私たち自治労は、男女平等参画の取り
組みを進める中で、社会的性差である「ジ
ェンダー」差別をなくす運動を継続し、
発展させ、LGBTQ＋を包含したジェン
ダー平等社会の実現をめざしています。
ジェンダー平等は自治労運動のすべてに
関わる課題であり、すべての人がその人
らしく、働きやすく、くらしやすい職場
や社会をつくるためには、年間を通じて
の運動が必要です。
自治労は公共サービスを担う労働者が
組織する労働組合です。公共サービスの
仕事は、人口減少・少子高齢化社会にお
ける医療や介護、子育て、教育、環境対
策などをはじめ、多様化する住民ニーズ
を的確に把握したサービスの提供ととも
に、頻発する大規模災害等への対応など
多岐にわたることから、地域住民の日常
生活を支える公共サービスの果たす役割
は大きくなっています。しかしながら、
業務量は増大の一途を辿る中で人員不足
は顕著となっており、長時間労働が蔓延
しています。
誰もが両立支援制度やワーク・ライフ
・バランス支援制度を活用しながら、自
分の事情に合わせて多様な働き方を自由

に選択できるという「働きやすい職場」
の実現は、子育てや介護、治療などさま
ざまな事情を持つ人にとっても、職場で
力を発揮しやすくなり、公共サービスの
質の向上にもつながります。こうした側
面からも、ジェンダー平等を実現するた
めの取り組みを進めていかなければなり
ません。
私たち自治労東京都本部では社会全体
が男女平等参画やジェンダー平等の取り
組みを強化する6月を基軸として取り組
みを強化し、「労働組合のジェンダー平
等参画」、「職場のジェンダー平等の実
現」、「ジェンダー平等の法制度・社会環
境の整備」の実現にむけて取り組みを進
めます。
自治労東京都本部は「人と人とのつな
がり」を活動の原点とし、すべての人が
その人らしく、働きやすく、くらしやす
い職場や社会にむけた運動を推進し、「組
合員とその家族をはじめ、すべての働く
仲間の幸せの実現」をめざします。

2025年6月
自治労東京都本部
中央執行委員長

自治労東京
ホームページのご案内

組合員のための
情報盛りだくさん

・機関紙デジタル版
・家電の限定優待販売

今
年
も
ま
た
、

暑
い
季
節
が
や
っ

て
く
る
。
夏
は
暑

い
と
い
う
の
は
当

た
り
前
だ
が
、
最

近
は
あ
ま
り
に
も

暑
す
ぎ
る
。
命
の
危
険
も
感

じ
る
ほ
ど
だ
▼
労
働
安
全
衛

生
規
則
が
改
正
さ
れ
、「
職
場

に
お
け
る
熱
中
症
対
策
の
強

化
」
が
2
0
2
5
年
6
月
1

日
か
ら
事
業
者
に
義
務
付
け

ら
れ
た
。
厚
生
労
働
省
の
発

表
で
は
、
職
場
に
お
け
る
熱

中
症
の
死
傷
者
数
は
1
、2

5
7
人
と
前
年
よ
り
1
5
1

人
増
加
を
し
、
う
ち
死
亡
数

は
31
人
と
な
っ
て
い
る
。
建

設
業
や
製
造
業
で
4
割
を
占

め
て
い
る
が
、
重
篤
化
し
た

状
態
で
発
見
さ
れ
る
ケ
ー
ス

や
医
療
機
関
に
搬
送
し
な
い

ケ
ー
ス
等
初
期
対
応
の
遅
れ

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
▼
自

治
労
で
は
、
毎
年
7
月
を

「
安
全
衛
生
月
間
」
に
位
置

づ
け
、
安
全
で
快
適
な
職
場

環
境
と
労
働
安
全
衛
生
を
確

立
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
労
働
安
全
衛

生
委
員
会
を
活
用
し
て
、
職

場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

を
、是
非
、議
論
を
し
て
い
た

だ
き
、
職
場
か
ら
の
声
で
、

快
適
な
職
場
環
境
の
実
現
を

図
っ
て
い
き
た
い
▼
身
体
を

熱
に
な
ら
す
た
め
の
「
暑
熱

順
化
」
に
時
間
を
か
け
調
整

し
、
暑
い
季
節
を
乗
り
切
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
萩
原
）

東奔西走

https://jichirotokyo.jp/

組合員専用ページ
パスワード「tohonbu」

人事院

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。

第1373号（１）2025年7月1日 （毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）
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ⒸHot Property ITAOT Limited2023

都
本
部
2
0
2
5
人
員
確
保
闘
争
・
現
業
統
一
闘
争
（
第
1
次
）

人
員
確
保
と
賃
金
改
善
、
現
業
再
構
築
へ
粘
り
強
く
交
渉
展
開

交
渉
の
ヤ
マ
場
と
な
る
6
月

19
日
段
階
で
は
19
単
組
が
要
求

書
を
提
出
、
17
単
組
が
回
答
を

受
理
し
た
上
、
10
単
組
が
ヤ
マ

場
段
階
の
到
達
点
を
確
認
し

た
。
2
0
2
5
人
員
確
保
闘
争

は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
の
視

点
と
合
わ
せ
て
、
業
務
量
に
見

合
う
人
員
確
保
を
め
ざ
す
交
渉

を
展
開
し
た
。

地
域
間
格
差
の
是
正
、
賃
金
水

準
の
見
直
し
を
強
く
要
求

2
0
2
5
人
員
確
保
闘
争
の

重
点
は
賃
金
水
準
の
改
善
だ
。

新
規
採
用
者
の
確
保
が
進
ま
な

い
中
、
自
治
体
運
営
を
支
え
続

け
て
い
る
高
齢
層
職
員
の
賃
金

水
準
、
と
り
わ
け
再
任
用
職
員

の
一
時
金
月
数
の
改
善
と
、
市

町
職
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
地
域
手
当
の
改
善
は
人
員

確
保
に
欠
か
せ
な
い
。
今
闘
争

に
お
い
て
三
鷹
市
職
労
で
実
施

時
期
を
引
き
出
す
に
は
至
っ
て

い
な
い
も
の
の
、
再
任
用
職
員

の
一
時
金
を
60
歳
前
常
勤
職
員

と
同
じ
月
数
と
し
て
い
く
こ
と

に
つ
い
て
、
当
局
の
姿
勢
を
引

き
出
し
た
。

地
域
手
当
は
都
・
区
の
地
域

手
当
が
20
％
で
あ
る
中
、
市
町

職
は
最
高
18
％
、
最
低
10
％
と

大
き
な
自
治
体
間
格
差
が
生
じ

て
い
る
。
市
町
職
各
自
治
体
は

都
の
給
与
制
度
に
準
拠
す
る
一

方
で
地
域
手
当
は
、
国
が
自
治

体
ご
と
に
設
定
し
た
基
準
を
超

え
る
支
給
率
に
す
る
と
特
別
交

付
税
の
減
額
措
置
の
対
象
と
な

る
こ
と
か
ら
、
国
基
準
に
留
ま

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
昨
年
の
人
事
院

勧
告
に
お
い
て
、
自
治
体
間
格

差
と
人
員
確
保
が
困
難
な
状
況

か
ら
地
域
手
当
の
支
給
割
合
に

つ
い
て
、
自
治
体
単
位
か
ら
都

道
府
県
単
位
に
改
め
ら
れ
、
国

基
準
を
超
え
る
支
給
率
設
定
に

よ
る
特
別
交
付
税
の
減
額
措
置

も
廃
止
さ
れ
た
。

適
切
な
賃
金
水
準
の
確
保
が

人
員
確
保
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
確
保
に
つ
な
が
る
。
秋

の
確
定
闘
争
を
見
据
え
て
強
く

要
求
し
、
継
続
し
て
協
議
を
進

め
る
。

現
業
職
場
の
再
直
営
化
も
視
野

に
、
採
用
と
維
持
へ
模
索
続
く

現
業
統
一
闘
争
は
総
体
的
な

人
員
確
保
と
あ
わ
せ
て
、
現
業

職
員
の
新
規
採
用
を
め
ざ
す
。

清
掃
業
務
、
給
食
調
理
や
用
務

作
業
等
の
現
業
職
場
は
外
部
委

託
化
等
に
よ
り
20
年
以
上
に
渡

り
退
職
不
補
充
が
続
く
。
自
治

労
は
総
務
省
要
請
行
動
を
実
施

し
、「
自
治
体
職
員
の
採
用
は

自
治
体
の
判
断
」
と
の
考
え
方

を
引
き
出
し
、
自
治
体
へ
の
現

業
職
員
採
用
抑
制
指
導
は
行
っ

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
き

た
。
昨
今
、
頻
発
す
る
大
規
模

自
然
災
害
、
委
託
費
の
高
騰
に

よ
る
入
札
不
調
や
委
託
業
者
の

撤
退
な
ど
が
全
国
的
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
安
定
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
観
点
か
ら
直

営
化
を
判
断
す
る
自
治
体
も
出

て
き
て
い
る
。
災
害
時
の
復
旧

作
業
等
で
は
地
域
の
知
識
、
現

場
感
覚
に
よ
る
臨
機
応
変
な
対

応
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
直
営

の
現
業
職
場
が
あ
る
自
治
体
は

早
期
対
応
が
図
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

八
王
子
市
職
で
は
、
現
業
職

場
の
あ
り
方
に
つ
い
て
労
使
間

で
の
意
見
交
換
を
長
年
に
渡
り

定
期
的
に
実
施
し
、
市
職
員
が

直
接
実
施
す
べ
き
業
務
と
し
て

整
理
さ
れ
た
業
務
に
関
し
て
は

毎
年
採
用
実
施
し
て
お
り
、
未

整
理
と
な
っ
て
い
る
業
務
の
あ

り
方
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
を

改
め
て
確
認
し
た
。
青
梅
市
職

は
、
す
で
に
労
使
確
認
済
み
の

業
務
に
か
か
る
現
業
職
員
の
採

用
試
験
の
実
施
を
確
認
し
た
。

町
田
市
職
労
で
は
業
務
委
託
に

お
け
る
委
託
費
の
高
騰
に
伴
う

入
札
不
調
の
懸
念
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
維
持
の
観
点
等
の
情
勢
か

ら
「
再
直
営
化
も
視
野
に
入
れ

た
あ
り
方
検
討
会
で
の
議
論
」

を
訴
え
、
当
局
か
ら
「
課
題
を

受
け
止
め
、
検
討
で
き
る
と
こ

ろ
を
見
つ
け
な
が
ら
対
応
し
た

い
」と
の
発
言
を
引
き
出
し
た
。

こ
う
し
た
交
渉
を
積
み
重

ね
、
課
題
の
整
理
と
継
続
的
な

協
議
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
は

非
常
に
根
気
と
粘
り
強
さ
が
必

要
と
な
る
が
、
現
業
職
員
の
退

職
不
補
充
の
厚
い
壁
を
超
え
て

い
く
た
め
に
は
重
要
だ
。
職
場

が
先
細
り
す
る
中
、
懸
命
に
業

務
に
励
む
組
合
員
の
声
に
応

え
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

提
供
体
制
と
し
て
い
く
た
め
に

も
、
第
2
次
闘
争
に
む
け
て
継

続
的
な
交
渉
を
進
め
て
い
く
。

都
本
部
は
人
員
確
保
闘
争
・
現
業
統
一
闘
争
を
6
月
に
第
1
次
、
10
月
に
第
2
次
闘
争

を
配
置
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。
第
1
次
闘
争
で
は
、
6
月
19
日
を
交
渉
の
ヤ
マ
場
に

設
定
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
闘
争
と
合
わ
せ
て
取
り
組
み
を
進
め
た
。
第
1
次
闘
争

で
の
確
認
や
交
渉
課
題
を
踏
ま
え
、
10
月
の
第
2
次
闘
争
に
む
け
て
継
続
的
に
交
渉
を
積

み
重
ね
て
い
く
。

▲5月開催の総決起集会では、現業職員が闘争にむけ意思統一を図った

組
織
内
議
員
と
語
る
、
現
場
課

題
と
政
治
の
接
点

集
会
初
日
は
、
主
催
者
挨
拶

の
後
、
自
治
労
組
織
内
参
議
院

議
員
・
鬼
木
ま
こ
と
氏
に
よ
る

基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演

の
中
で
鬼
木
氏
は
、
自
身
の

日
々
の
活
動
や
政
治
闘
争
の
重

要
性
に
つ
い
て
語
る
と
と
も

に
、
同
じ
く
組
織
内
議
員
で
あ

る
岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
の
国

会
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
群

馬
県
本
部
に
よ
る
「
構
成
詩
」

の
発
表
が
あ
り
、
若
手
職
員
の

業
務
負
担
や
人
間
関
係
、
新
規

採
用
時
の
処
遇
差
な
ど
、
職
場

で
実
際
に
直
面
し
て
い
る
課
題

が
寸
劇
形
式
で
紹
介
さ
れ
た
。

多
く
の
参
加
者
が
、
自
分
自
身

の
経
験
と
重
ね
合
わ
せ
て
深
く

共
感
す
る
内
容
だ
っ
た
。

1
日
目
の
最
後
に
は
、
栃
木

県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
・

松
本
氏
に
よ
る
労
働
歌
の
紹
介

が
行
わ
れ
、
歌
を
通
じ
て
労
働

運
動
の
歴
史
や
意
義
を
再
確
認

し
た
。
最
後
は
全
員
で
「
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
を
合
唱

し
、
初
日
を
締
め
く
く
っ
た
。

他
県
の
仲
間
と
交
わ
す
、
リ
ア

ル
な
職
場
ト
ー
ク

2
日
目
は
職
種
別
の
分
散
会

が
実
施
さ
れ
た
。
東
京
都
本
部

の
参
加
者
は
、
清
掃
、
交
通
、

事
務
職
、
組
合
専
従
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
業
種
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
現
場
で
抱
え
る
課
題

や
工
夫
に
つ
い
て
終
日
語
り
合

っ
た
。

分
散
会
で
は
「
他
県
の
状
況

を
聞
く
こ
と
で
、
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
実
は
そ

う
で
は
な
い
と
気
づ
い
た
」

「
自
分
の
職
場
の
課
題
が
他
所

で
も
共
通
し
て
い
る
と
知
り
、

励
ま
さ
れ
た
」
な
ど
の
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
、
共
通
点
と
違
い

の
両
方
か
ら
学
び
合
う
貴
重
な

機
会
と
な
っ
た
。

「
伝
え
る
力
」
と
「
変
え
る
意

志
」
が
未
来
を
つ
く
る

3
日
目
は
、
各
分
散
会
の
報

告
か
ら
始
ま
り
、
人
事
評
価
制

度
の
見
直
し
、
物
価
高
騰
に
伴

う
賃
上
げ
要
求
、
地
域
手
当
の

格
差
、
そ
し
て
反
戦
・
平
和
を

訴
え
る
運
動
の
継
続
と
い
っ

た
、
幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て

共
有
さ
れ
た
。

特
別
講
演
で
は
、「
月
刊
労

働
組
合
」
元
編
集
長
の
松
上
隆

明
氏
が
「
2
0
2
5
春
闘
中
間

総
括
と
公
務
員
の
賃
金
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
日
本

の
公
務
員
労
働
者
の
地
位
の
低

さ
や
人
事
院
勧
告
制
度
の
問
題

点
、
不
条
理
な
賃
下
げ
の
歴
史

な
ど
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
、
参

加
者
か
ら
は
「
漠
然
と
し
て
い

た
問
題
が
、
具
体
的
に
捉
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
の
声

が
聞
か
れ
た
。

最
後
は
群
馬
県
本
部
・
福
島

書
記
次
長
に
よ
る
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
」
で
締
め
く
く
ら
れ
、

3
日
間
に
わ
た
る
交
流
集
会
は

盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

第
27
回
自
治
労
関
東
甲
地
連
青
年
女
性
夏
期
交
流
集
会

青
年
・
女
性
組
合
員
150
名
が
結
集
し
、

労
働
組
合
の
未
来
を
語
り
合
う

▲連帯の証として、参加者全員で記念撮影

東
京
地
公
労
は
5
月
23
日
、

田
町
交
通
ビ
ル
6
階
ホ
ー
ル
に

て
第
29
回
組
織
集
会
を
開
催
し

た
。
当
日
は
構
成
組
織
・
地
協

か
ら
85
名
が
参
加
し
た
。
冒

頭
、
松
村
議
長
は
「
む
き
出
し

の
権
力
が
猛
威
を
ふ
る
う
世
界

の
中
で
、『
平
和
憲
法
で
は
対

応
で
き
な
い
』
と
い
う
声
が
強

ま
り
つ
つ
あ
る
」
と
述
べ
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
台
湾
情
勢
、

ア
メ
リ
カ
の
外
交
姿
勢
の
変
化

な
ど
、
国
際
的
な
不
安
定
化
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
さ
ら
に
、

「
防
衛
費
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
2
％
に

迫
ろ
う
と
し
て
い
る
。
2
0
2

7
年
度
に
は
世
界
で
も
有
数
の

軍
事
大
国
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
」
と
現
状
を
危
惧
。
専
守
防

衛
の
名
の
下
に
際
限
な
く
進
む

軍
拡
の
動
き
や
、
戦
争
の
記
憶

の
風
化
を
懸
念
し
、「
永
遠
の

戦
後
を
築
く
た
め
に
、
い
ま
こ

そ
憲
法
の
理
念
に
立
ち
返
る
べ

き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

「
憲
法
と
は
何
か
、
い
ま
一
度

考
え
る
時
」

基
調
講
演
に
は
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
平
和
・
人
権
・
環
境
共
同
代

表
の
染
裕
之
氏
が
登
壇
。「
憲

法
と
と
も
に
歩
ん
だ
日
本
の
戦

後
80
年
〜
な
ぜ
い
ま
、
憲
法
に

自
衛
隊
を
明
記
し
て
は
い
け
な

い
の
か
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
戦

後
80
年
を
迎
え
る
日
本
社
会
と

憲
法
の
役
割
を
振
り
返
っ
た
。

染
氏
は
、「
日
本
国
憲
法
は
、

戦
争
で
全
て
を
失
っ
た
日
本
人

に
『
明
日
を
生
き
る
勇
気
』
を

与
え
た
」
と
述
べ
、
憲
法
の
象

徴
的
意
味
を
強
調
し
た
。
改
憲

を
巡
る
世
論
に
つ
い
て
は
「
賛

否
の
前
に
、『
憲
法
と
は
何

か
』『
自
分
の
暮
ら
し
と
ど
う

関
わ
る
の
か
』
を
考
え
る
こ
と

が
重
要
だ
」
と
指
摘
し
た
。
特

に
9
条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る

動
き
に
対
し
て
は
、「
一
度
明

記
す
れ
ば
軍
事
大
国
化
に
歯
止

め
が
効
か
な
く
な
り
、
専
守
防

衛
の
枠
組
み
が
崩
れ
る
」
と
危

機
感
を
示
す
。
さ
ら
に
、「
憲

法
は
国
家
権
力
を
縛
る
た
め
の

ル
ー
ル
で
あ
り
、
立
憲
主
義
こ

そ
が
近
代
国
家
の
基
本
原
理
」

と
述
べ
た
上
で
、
押
し
付
け
憲

法
論
に
も
言
及
し
、「
戦
後
直

後
に
日
本
人
の
有
志
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
『
憲
法
研
究
会
』

が
『
憲
法
草
案
要
綱
』
を
ま
と

め
、
そ
の
内
容
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ

る
憲
法
草
案
作
成
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
」
と
、
憲
法
制
定

過
程
に
お
け
る
日
本
人
の
主
体

的
な
役
割
を
説
明
し
た
。
講
演

の
締
め
く
く
り
に
は
「
労
働
運

動
は
、
職
場
改
善
に
と
ど
ま
ら

ず
、
人
権
や
相
互
扶
助
と
い
う

社
会
的
使
命
を
担
っ
て
い
る
。

明
日
の
政
治
は
私
た
ち
の
手
で

変
え
ら
れ
る
」
と
呼
び
か
け

た
。集

会
で
は
こ
の
ほ
か
、
佐
藤

事
務
局
長
に
よ
る
情
勢
報
告
と

行
動
提
起
、
4
地
協
か
ら
の
日

常
活
動
や
課
題
に
つ
い
て
の
報

告
も
行
わ
れ
た
。
終
了
後
に
は

地
協
交
流
会
も
開
催
さ
れ
、
約

50
名
が
参
加
。
構
成
組
織
や
地

協
間
で
の
意
見
交
換
を
通
じ

て
、
連
帯
と
今
後
へ
の
意
欲
を

新
た
に
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

東
京
地
公
労
第
29
回
組
織
集
会

「
憲
法
の
理
念
を
問
い
直
す
」戦
後
80
年
、

揺
れ
る
国
際
情
勢
の
中
で

▲講演に登壇する平和フォーラム
染 共同代表

5
月
29
日
〜
30
日
の
2
日
間

の
日
程
で
、
自
治
労
第
1
6
8

回
中
央
委
員
会
が
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有
明

お
よ
び
ウ
ェ
ブ
に
て
開
催
さ

れ
、
都
本
部
は
第
3
回
単
組
代

表
委
員
会
で
確
認
し
た
臨
む
態

度
に
基
づ
き
、
賛
成
の
立
場
で

臨
ん
だ
。

冒
頭
、
石
上
中
央
執
行
委
員

長
は
「
2
0
2
5
年
春
闘
で

は
、
民
間
労
組
の
粘
り
強
い
交

渉
に
よ
り
、
2
年
連
続
で
5
％

を
超
え
る
賃
上
げ
が
実
現
し

た
。
中
小
組
合
も
地
域
や
業
種

の
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
健
闘
し

た
が
、
大
手
と
の
賃
金
格
差
は

依
然
と
し
て
大
き
く
、
大
き
な

課
題
と
し
て
引
き
続
き
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
今
後
は
、
こ

う
し
た
成
果
を
公
共
部
門
に
も

着
実
に
波
及
さ
せ
、
す
べ
て
の

職
場
で
交
渉
力
を
さ
ら
に
高
め

て
い
く
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
先
行
き
の
見
え
に
く

い
政
治
・
経
済
情
勢
の
中
、
組

合
は
生
活
と
雇
用
を
守
る
立
場

か
ら
、
賃
上
げ
の
実
現
と
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
む
け
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
運
動
を
一
層

強
化
し
て
い
く
決
意
で
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
述
べ
た
。

質
疑
討
論
で
は
、
都
本
部
の

佐
々
木
副
委
員
長
よ
り
「
①
2

0
2
3
年
の
人
事
院
勧
告
で
は

職
員
の
ウ
ィ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
再
任
用

職
員
を
含
む
中
高
齢
層
の
実
情

が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
人
材
確
保
に
む
け
、
賃
金

改
善
と
『
最
後
ま
で
働
き
続
け

た
い
』
と
思
え
る
職
場
づ
く
り

が
急
務
で
あ
り
、
本
部
の
明
確

な
方
針
と
集
中
的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
る
②
新
規
採
用
職

員
の
組
合
加
入
率
は
コ
ロ
ナ
禍

以
降
低
下
し
、
2
0
2
4
年
4

月
時
点
で
50
％
に
留
ま
る
。
都

本
部
は
加
入
促
進
の
た
め
の
具

体
策
を
進
め
、
2
0
2
5
年
5

月
に
は
前
年
を
上
回
る
成
果
を

あ
げ
た
が
、
公
務
員
予
備
校
や

大
学
の
ゼ
ミ
で
の
労
働
組
合
に

対
す
る
否
定
的
指
導
も
存
在
す

る
た
め
、
是
正
と
情
報
発
信
の

強
化
が
必
要
で
あ
る
③
都
本
部

で
は
組
織
内
参
議
院
議
員
の
活

動
に
関
す
る
情
報
発
信
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
お
り
、
本
部
に

お
い
て
も
よ
り
効
果
的
な
情
報

発
信
を
お
願
い
し
た
い
」
と
い

う
3
点
を
述
べ
、
見
解
を
質
し

た
。こ

れ
に
対
し
本
部
か
ら
は

「
①
中
高
年
齢
層
へ
の
待
遇
改

善
や
再
任
用
職
員
の
一
時
金
引

上
げ
は
重
要
な
要
求
課
題
と
し

て
認
識
し
、
関
係
者
の
声
を
踏

ま
え
て
人
勧
期
闘
争
に
取
り
組

む
。
各
県
本
部
に
は
公
務
員
連

絡
会
へ
の
結
集
や
署
名
活
動
の

強
化
を
お
願
い
し
た
い
②
都
本

部
の
新
採
対
策
会
議
で
実
施
し

た
模
擬
説
明
会
は
視
覚
的
に
わ

か
り
や
す
く
好
評
で
、
単
組
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
繋
が

っ
た
。
今
年
度
の
成
功
体
験
を

活
か
し
、
学
生
へ
の
理
解
促
進

や
自
治
労
の
認
知
拡
大
を
図

る
。
明
治
大
学
の
寄
附
講
座

や
、
学
生
と
現
役
職
員
が
対
話

で
き
る
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
『
公
務

員
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
』
も
活

用
を
推
進
す
る
③
本
部
と
し
て

も
引
き
続
き
情
報
発
信
の
体
制

強
化
に
努
め
た
い
」
と
答
弁
が

あ
っ
た
。

質
疑
の
後
、
議
案
は
圧
倒
的

多
数
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

自
治
労
第
168
回
中
央
委
員
会

再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
や

組
合
加
入
促
進
な
ど
課
題
提
起

▲発言する都本部
佐々木副委員長

機関紙パズル ほっと一息
タテのカギ
1．七夕のヒロイン。
2．ジャムなどをつめるガラス容器。
4．有能な人材を探し、引き入れること。
5．「おもて」の反対です。
7．高所作業で役立つ、ハの字に開く踏み台。
11．⇔下座。
13．文系とは反対の分野。
15．○○に入っては○○に従え。

ヨコのカギ
1．浴衣を着よう。蝶々型に結んで～。
3．2で割り切れない整数。
6．柔軟な思考で○○○応変に行動。
8．固定観念を打破、○○を破って新しい自分に。
9．夜に出発し翌朝到着、○○○バス。
10．物の重さのこと。
12．寄席の最後の出演者。
14．○○○の魂百まで。
16．チーズがとろ～り、釡で焼く円形イタリアン。
17．長良川の伝統鮎漁法。

二重の枠に入る文字を並び替えて下さい。

●締切 2025年7月30日（水）
左記QRコードをスマートフォンなどで読み取り、必要事項を
記入、ご応募ください。ご応募頂いた方の中から、抽選で10名
様にギフトカード3000円分をプレゼントいたします。当選者の
発表は、発送をもってかえさせていただきます。
●6月1日号 漢字パズルの答え「一衣帯水」

「ごみはだれがあつめるの？」
「あつめたごみはどこにいくの？」
「ごみせいそうのおしごとってどうして大切なの？」……。
ごみ清掃の仕事を楽しく学べる絵本です。
SDGs学習に最適！ 小学校低学年向け。

第1373号（２）（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）２０２５年７月１日第1373号（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）（３）２０２５年７月１日
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80
年
以
上
前
の
戦
時
下
、
国

策
の
満
蒙
開
拓
で
満
州
に
渡
っ

た
岐
阜
県
白
川
の
黒
川
開
拓
団

員
は
6
5
0
人
余
。
5
年
満
州

で
生
活
し
た
。
日
本
の
敗
戦
が

色
濃
く
な
る
中
、
ソ
連
軍
が
突

然
満
洲
に
侵
攻
。
守
っ
て
く
れ

る
は
ず
の
関
東
軍
は
す
で
に
去

り
、
満
蒙
開
拓
団
は
過
酷
な
状

況
に
。
集
団
自
決
し
た
開
拓
団

や
、
避
難
す
る
途
中
で
亡
く
な

っ
た
人
も
。

敗
戦
後
は
抑
圧
し
て
き
た
中

国
人
か
ら
襲
撃
を
受
け
、
黒
川

開
拓
団
は
日
本
に
帰
る
た
め
ソ

連
軍
に
助
け
を
求
め
た
。
し
か

し
そ
の
見
返
り
は
女
性

た
ち
に
よ
る
接
待
だ
っ

た
。
差
し
出
さ
れ
た
女

性
は
15
人
。
数
え
で
18

歳
以
上
の
未
婚
女
性
が

犠
牲
に
な
り
、
性
の
相

手
を
さ
せ
ら
れ
た
。

性
接
待
の
犠
牲
を
払

っ
た
が
、
敗
戦
か
ら
1

年
、
黒
川
開
拓
団
の

人
々
は
帰
国
で
き
た
。

し
か
し
、
帰
国
し
た
女
性
た
ち

を
待
っ
て
い
た
の
は
労
い
で
は

な
く
、
差
別
と
偏
見
の
目
、
誹

謗
中
傷
。
同
情
か
ら
口
を
塞
ぐ

人
々
。
込
み
上
げ
る
怒
り
と
恐

怖
を
抑
え
、
身
を
ひ
そ
め
る
女

性
た
ち
。
身
も
心
も
傷
を
負
っ

た
女
性
た
ち
の
声
は
か
き
消
さ

れ
、
こ
の
事
実
は
長
年
伏
せ
ら

れ
て
き
た
。
二
重
の
苦
し
み
に

追
い
込
ま
れ
、
故
郷
を
離
れ
他

の
土
地
で
酪
農
を
始
め
た
り
、

東
京
に
行
っ
た
人
も
。

そ
れ
ぞ
れ
思
い
を
抱
え
て
い

た
が
、
そ
の
思
い
を
口
に
す
る

こ
と
な
く
、
時
に
、
犠
牲
に
あ

っ
た
女
性
た
ち
の
み
で
集
ま

り
、
涙
を
こ
ぼ
し
た
。

だ
が
、
黒
川
の
女
性
た
ち

は
、
犠
牲
の
史
実
を
封
印
さ
せ

な
い
た
め
「
な
か
っ
た
こ
と
に

は
で
き
な
い
」
と
手
を
携
え

た
。
2
0
1
3
年
満
蒙
開
拓
平

和
記
念
館
で
行
わ
れ
た
「
語
り

部
の
会
」
で
、
佐
藤
ハ
ル
エ
と

安
江
善
子
が
、
性
暴
力
に
あ
っ

た
こ
と
を
公
の
場
で
語
っ
た
。

彼
女
た
ち
の
勇
気
あ
る
告
白

に
、
今
度
は
、
世
代
を
超
え
て

女
性
た
ち
が
連
帯
し
た
。

戦
後
70
余
年
、
黒
川
の
鎮
守

の
森
に
、
彼
女
た
ち
の
犠
牲
を

史
実
と
し
て
残
す
碑
文
が
建
て

ら
れ
、
そ
の
歴
史
が
刻
ま
れ

た
。
過
去
に
む
き
合
う
こ
と
、

そ
れ
は
尊
厳
の
回
復
に
も
つ
な

が
っ
た
。

父
が
コ
ロ
ナ
で
他
界
し
た

後
、
母
親
の
認
知
症
が
進
み
、

昼
夜
を
問
わ
ず
自
宅
に
い
て
も

「
家
へ
帰
る
」
と
「
夕
暮
れ
症

候
群
」
と
言
わ
れ
る
帰
宅
願
望

の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、
平
日
は

短
期
で
施
設
に
、
週
末
は
実
家

で
母
親
と
過
ご
す
生
活
と
な
っ

た
。
夜
中
3
時
に
抜
け
出
さ
れ

駅
ま
で
追
い
か
け
て
か
ら
は
、

徘
徊
阻
止
の
た
め
玄
関
先
で
の

バ
リ
ケ
ー
ド
睡
眠
と
な
っ
た
。

慣
れ
な
い
介
護
で
「
昔
と
比
べ

な
い
」「
受
け
流
す
」
と
言
わ

れ
て
も
、
ス
ト
レ
ス
メ
ー
タ
ー

は
上
が
る
一
方
で
、
よ
く
耳
に

す
る
介
護
者
の
精
神
的
苦
労
を

経
験
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
押
し
入
れ

だ
け
は
多
い
典
型
的
な
昭
和
の

一
戸
建
て
の
実
家
で
、
ど
こ
か

ら
か
ア
ル
バ
ム
を
見
つ
け
、
写

真
を
見
な
が
ら
「
こ
れ
は
北
海

道
へ
旅
行
し
た
時
」「
み
ん
な
で

集
ま
っ
た
誕
生
会
」
な
ど
、
認

知
症
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
鮮

明
に
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
話
し

始
め
、
私
自
身
も
忘
れ
て
い
た

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
時
間
が

流
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

認
知
症
が
治
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
一
緒
に
い
て
自
分
が
ス

ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
た
め
、
身

体
だ
け
は
元
気
な
母
親
の
気
分

転
換
の
た
め
に
も
、
押
し
入
れ

の
片
づ
け
を
始
め
た
。

子
ど
も
の
頃
に
描
い
た
絵
や

書
道
の
賞
状
や
作
品
、
昔
使
っ

て
い
た
玩
具
や
小
物
な
ど
残
っ

て
い
た
こ
と
も
懐
か
し
か
っ
た

が
、
そ
れ
を
片
付
け
て
い
る
母

親
が
認
知
症
を
忘
れ
さ
せ
る
横

顔
だ
っ
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
。

た
だ
、
同
じ
も
の
を
何
度
も
説

明
さ
れ
片
づ
け
が
捗
ら
ず
、
ト

イ
レ
へ
行
く
の
も
忘
れ
集
中
さ

れ
大
変
だ
っ
た
も
の
の
、
少
し

ず
つ
で
も
一
緒
に
片
付
け
ら
れ

た
こ
と
は
気
分
転
換
と
な
り
良

か
っ
た
。
人
に
よ
り
違
う
も
の

の
介
護
者
の
精
神
的
負
担
の
軽

減
が
本
当
に
重
要
だ
と
感
じ

る
。皆

さ
ん
の
実
家
の
押
し
入
れ

に
も
、
ホ
ッ
と
す
る
物
が
あ
る

か
も
？

け
ん
じ
ょ
う

ふ
み
ひ
ろ

東
京
交
通
労
働
組
合

執
行
委
員
長

見
城

史
浩

『
認
知
症
の
母
と
実
家
の
押
し
入
れ
』

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

�2025年7月12日（土）からユーロスペース、新宿
ピカデリー、池袋シネマ・ロサ、キノシネマ 立
川髙島屋S.C.館、MOVIX昭島、CINEMA Chupki
TABATAで公開
Ⓒテレビ朝日

『
黒
川
の
女
た
ち
』

�組合歴
1986年 東京都交通局
入局 大島車両検修
場配属

2001年 東京交通労働
組合大島検修場支部
支部長

2011年 東京交通労働
組合本部執行委員
（技術部長）

2019年 書記長
2025年 執行委員長

満
州
に
い
る
時
よ
り
帰
国
し
て
か
ら
の
方
が
悲
し
か
っ
た
。

5
月
23
日
、
狭
山
事
件
の
再
審
を
求

め
る
市
民
集
会
実
行
委
員
会
は
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
に
お
い
て
「
狭
山
事
件
の

再
審
を
求
め
る
市
民
集
会
」
を
開
催

し
、
約
1
、3
0
0
人
が
参
加
し
た
。

狭
山
事
件
と
は
、
1
9
6
3
年
5
月
1

日
、
埼
玉
県
狭
山
市
で
女
子
高
生
が
行

方
不
明
に
な
り
、
そ
の
後
遺
体
で
発
見

さ
れ
た
事
件
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事

件
で
は
、
被
差
別
部
落
へ
の
偏
見
に
基

づ
く
不
当
な
見
込
み
捜
査
が
警
察
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
石
川
一
雄
さ
ん
が
同
年

5
月
23
日
に
逮
捕
さ
れ
た
。
石
川
さ
ん

は
無
実
を
主
張
し
た
が
、
一
審
で
死
刑

判
決
、
二
審
で
無
期
懲
役
が
言
い
渡
さ

れ
、
最
高
裁
で
無
期
懲
役
刑
が
確
定
し

た
。
石
川
一
雄
さ
ん
は
62
年
間
無
実
を

訴
え
続
け
、
裁
判
の
や
り
直
し
を
求
め

る
再
審
請
求
を
行
っ
て
き
た
が
、
再
審

が
叶
わ
ぬ
ま
ま
今
年
3
月
11
日
に
86
歳

で
逝
去
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
第
3
次
再

審
請
求
は
終
了
し
た
が
、
そ
の
遺
志
を

継
い
だ
妻
の
石
川
早
智
子
さ
ん
が
4
月

4
日
に
第
4
次
再
審
請
求
を
申
し
立
て

て
い
る
。

集
会
で
は
、
開
会
挨
拶
と
し
て
部
落

解
放
同
盟
中
央
本
部
の
西
島
藤
彦
委
員

長
よ
り
「
石
川
一
雄
さ
ん
が
亡
く
な
ら

れ
た
こ
と
は
大
変
残
念
で
な
ら
な
い
。

62
年
に
わ
た
っ
て
事
実
調
べ
が
行
わ
れ

て
い
な
い
状
況
を
一
日
で
も
早
く
解
決

す
る
よ
う
東
京
高
裁
に
対
し
て
訴
え
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
再
審
法
（
刑
事
訴

訟
法
の
条
文
の
一
部
）
を
改
正
し
な
け

れ
ば
、
袴
田
事
件
の
よ
う
に
裁
判
で
勝

利
し
て
も
最
初
の
再
審
決
定
か
ら
無
実

を
勝
ち
取
る
ま
で
10
年
も
か
か
る
と
い

う
苦
い
経
験
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
何

と
し
て
も
再
審
法
を
改
正
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
再
審
請
求
人
で
あ
る
石
川

早
智
子
さ
ん
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
で
は

「
第
3
次
再
審
請
求
か
ら
19
年
が
経
過

し
た
が
、
と
う
と
う
鑑
定
人
尋
問
も
証

人
尋
問
も
一
度
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

検
察
が
証
拠
開
示
を
拒
み
続
け
、
私
た

ち
の
訴
え
を
踏
み
に
じ
っ
た
。
一
雄
に

今
も
か
か
っ
て
い
る
見
え
な
い
手
錠
を

外
す
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
」
と
の
訴
え
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
の
特
別
報
告
で
は
、
日

弁
連
再
審
法
改
正
推
進
室
長
の
鴨
志
田

祐
美
弁
護
士
よ
り
、
再
審
法
改
正
を
め

ぐ
る
現
状
に
つ
い
て
「
国
会
で
は
超
党

派
に
よ
る
国
会
議
員
連
盟
が
発
足
し
、

そ
の
人
数
は
3
8
6
名
と
全
議
員
の
過

半
数
に
達
し
て
い
る
。
改
正
法
案
を
議

員
立
法
と
し
て
提
出
し
た
い
が
、
各
メ

ン
バ
ー
の
党
内
手
続
き
が
必
要
で
あ

り
、
自
民
党
の
一
部
議
員
が
法
務
省
内

の
法
制
審
議
会
を
通
じ
て
内
閣
提
出
法

案
と
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
た
め
、

議
員
立
法
の
手
続
き
が
難
航
し
て
い

る
。
検
察
出
身
者
も
含
ま
れ
る
法
制
審

議
会
に
任
せ
て
い
て
は
何
年
経
っ
て
も

法
改
正
は
実
現
し
な
い
だ
ろ
う
。
今
こ

そ
国
会
の
力
で
再
審
法
改
正
を
実
現
さ

せ
る
と
き
だ
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

集
会
終
了
後
は
、
日
比
谷
公
園
か
ら

東
京
高
等
裁
判
所
前
を
通
る
デ
モ
行
進

を
行
っ
た
。
参
加
者
は
一
丸
と
な
っ
て

「
第
4
次
再
審
を
開
始
し
ろ
」「
東
京
高
裁

は
鑑
定
人
の
証
人
喚
問
を
実
施
し
ろ
」

と
い
っ
た
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
、

石
川
一
雄
さ
ん
の
無
実
を
訴
え
た
。

狭山事件から62年、再審求め約1，300人が結集
石川一雄さんの遺志継ぎ第4次再審請求へ

▲石川さんの無実を訴え、参加者は力強く声を合わせてデモ行進を行った。
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枝
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